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過
去
最
大
規
模
の
平
成
23
年
度
当
初
予
算

Ｐ
９
　
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン 

素
案
の
公
開
と
意
見
募
集
／
臨
時
市
議
会

Ｐ
10
　
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
支
援
／
お
お
の
で
結
婚
、定
住
を

Ｐ
11
　
越
前
お
お
の
定
住
促
進
事
業
／
新
婚
で
同
居
に
も
支
援

Ｐ
12
　
農
業
農
村
の〝
元
気
〟  

越
前
お
お
の
の〝
お
い
し
い
〟を
応
援

Ｐ
13
　
広
が
る
地
域
と
シ
バ
ザ
ク
ラ
の
和
／
住
基
カ
ー
ド
４
月
か
ら
有
料
化
　
な
ど

〝
特
集
〟
始
動 

第
五
次
大
野
市
総
合
計
画

月号

20年の歴史から旅立ち
　大野東高等学校として３学年がそろう最後の卒業式が、３月３日に行われま
した。卒業生112人を代表して上田智也さんが、「校名が変わっても、今春入学
してくる１年生は僕たちの後輩です。活躍を祈ります」と答辞。４月から奥越明
成高１年生たちと新しい“歩み”を始める在校生へ、エールを送りました。



新
し
い
ま
ち
づ
く
り

第
五
次
大
野
市
総
合
計
画

10年間　平成23～32年度

基本構想

5年間　  平成23～27年度

前期基本計画

将来像

構想実現の柱

基本目標

基本施策

施策

主な事業

成果指標

総合計画の構成

始動
　

本
市
の
将
来
を
展
望
し
、
ま
ち

づ
く
り
の
目
標
と
方
向
を
明
ら
か

に
し
た
第
五
次
大
野
市
総
合
計
画

が
始
動
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
長
期
的
・
総
合

的
な
市
政
運
営
の
指
針
で
す
。
ま

た
、
市
民
や
各
種
団
体
な
ど
が
主

体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

上
で
の
指
針
と
な
り
、
国
や
県
な

ど
と
の
相
互
連
携
と
調
整
を
図
る

指
針
に
も
な
り
ま
す
。

　

総
合
計
画
は
、「
基
本
構
想
」と

「
基
本
計
画
」で
構
成
し
て
い
ま
す
。

基
本
構
想
は
、
本
市
の
将
来
像
や

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
を
設
定
。
基

本
構
想
の
期
間
は
、
平
成
23
年
度

か
ら
32
年
度
ま
で
の
10
年
間
で
す
。

基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
に
沿
っ

て
必
要
な
施
策
や
事
業
を
体
系
的

に
示
し
て
い
ま
す
。
前
期
基
本
計

画
の
期
間
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

27
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
す
。

　

今
日
の
日
本
は
、
経
済
が
低
迷
し
、
少
子
化
・

高
齢
化
に
よ
り
、
人
口
減
少
が
進
行
し
て
い
ま

す
。
急
激
な
情
報
化
や
国
際
化
の
進
展
、
国
民

の
価
値
観
の
多
様
化
、
行
財
政
改
革
、
規
制
緩

和
や
地
方
分
権
な
ど
社
会
経
済
情
勢
も
大
き
く

変
化
し
て
い
ま
す
。
本
市
も
、
こ
れ
ま
で
に

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
困
難
な
諸
課
題
に
向
き

合
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
社
会
背
景
の
中
で
本
市
の
将
来
を

考
え
る
と
き
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
や
国
道
の

整
備
に
伴
う
交
流
人
口
の
拡
大
や
人
、
歴
史
、

文
化
、
伝
統
、
自
然
環
境
、
食
な
ど
越
前
お
お

の
の
魅
力
を
活
用
し
て「
元
気
な
大
野
」の
実
現

を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、「
市
民
力
」

と「
地
域
力
」が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
力
を
生

か
し
た
市
民
総
参
加
型
の
市
政
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
第
五
次
大

野
市
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

10
年
後
の
大
野
を
創
る

始始

現
状
を
見
つ
め
て
計
画

市
民
と
共
に
実
行
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①
市
民
の
思
い
を
反
映

　
ア
ン
ケ
ー
ト
や
会
議
で
の
協

議
、
討
議
を
通
し
て
見
え
て
き
た

次
の
市
民
の
思
い
が
反
映
さ
れ

た
計
画
で
す
。

＊
ふ
る
さ
と
の
良
さ
や
資
源
を  

　
し
っ
か
り
掘
り
起
こ
す

＊
地
域
ぐ
る
み
で
の
助
け
合
い
や

　
支
え
合
い
を
強
化

＊
来
る
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
す
た

　
め
、
そ
の
利
活
用
策
や
受
け
入

　
れ
態
勢
を
強
化

＊
よ
り
広
域
な
地
域
と
の
つ
な
が

　
り
を
構
築

②
市
民
協
働
に
よ
る
手
づ
く
り

　
市
民
や
各
種
団
体
な
ど
に

と
っ
て
も
計
画
が
活
動
の
指
針
と

な
る
よ
う
、
多
く
の
市
民
が
計
画

づ
く
り
に
参
画
し
ま
し
た
。

③
将
来
の
人
口
規
模
を
縮
小
・

　

ふ
れ
あ
い
交
流
人
口
を
設
定

　
人
口
推
計
と
今
後
の
政
策
に

よ
り
、
平
成
32
年
の
人
口
を

３
万
３
０
０
０
人
と
初
め
て
減
少

の
見
通
し
を
設
定
し
ま
し
た
。

　
産
業
・
経
済
の
見
通
し
に
代

わ
る
本
市
独
自
の
目
標
と
し
て
、

ふ
れ
あ
い
交
流
人
口
を
取
り
入
れ

ま
し
た
。

④
施
策
を
体
系
化

　
基
本
目
標
ご
と
に
、
基
本
施
策

▼
施
策
▼
主
な
事
業
と
読
み
進

め
て
い
け
る
よ
う
に
体
系
化
し

ま
し
た
。

⑤
成
果
指
標
を
初
め
て
設
定

　
数
値
に
よ
る
成
果
指
標
を
初
め

て
設
定
し
ま
し
た
。

・
意
識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

　
期
間
　
平
成
21
年
４
月
〜
７
月

　
回
答
者
　
市
民
３
８
８
人
、
高

　
　
校
３
年
生
３
１
１
人
、
中
学

　
　
３
年
生
３
５
６
人
、
本
市
に

　
　
ゆ
か
り
の
あ
る
人
92
人

・
策
定
委
員
会
で
の
協
議

・
策
定
幹
事
会
で
の
討
議

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施

　
基
本
構
想
　
平
成
22
年
10
月
１

　
日
〜
10
月
18
日
（
５
人
か
ら
意

　
見
９
件
）

　
前
期
基
本
計
画
　
平
成
22
年
11

　
月
４
日
〜
11
月
18
日（
１
団
体
、

　
７
人
か
ら
意
見
29
件
）

・
議
会
で
の
議
決

　
平
成
22
年
12
月
市
議
会
で
基
本

構
想
を
議
決

水清し　山美しき
わが市

まち

は　やさしさ溢れ
日々　生き生きと
　委員会では、確かな目で未
来を見据えた熱気のこもった
発言が飛び交ったり、意見一
致でホッとした空気の流れを
感じたりしました。回を重ね
るごとに内容が充実してきた
計画が、４月からスタートす

ることに、心から喜びを感じています。
　策定委員としての業務を終えた現在、高齢の私
には「大野に住んでよかった」の思いが一段と強く
なってきました。
　市民皆さんの元気な力が、始動されることに大
きな大きな期待を寄せています。

策定委員会　委員は、市民や学識経験者の25人（内
　　　　　　公募委員４人）。平成21年10月から
　　　　　　23年２月までに５回開催。

　これから10年間の本市の
進路目標を、各組織の代表や
市職員の知識を結集し、５回
の策定委員会と５回の幹事会
で策定できました。いろいろ
の角度から検討、修正して、
予想以上の結果が出せたと思
います。市民力、地域力を政
治力がサポートし連携して、
計画実現に向けて努力してい

ただきたいと思います。
　第一は、少子高齢社会の問題に取り組み、若者
が夢と希望を持って住み続けるまちになるよう祈
ります。広大な森林や名水、盆地で育った食材は
最高です。これらを全国に発信して、注目される
大野になってほしいですね。

策定幹事会　委員は、市民14人（内公募委員４人）
　　　　　　と市実務担当職員31人。平成22年
　　　　　　５月から８月までに５回開催。

政治力・行政力

大きく育て“越前おおの”の木

成果

地域力

事
業

政治力・行政力

域力

第
五
次
大
野
市
総
合
計
画

木
市民力

いろいろな計画

■策定幹事会
玉木　郁夫

幹事長

５
つ
の
特
徴

経
　
過

■策定委員会
長谷川あい子

副委員長
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【将来像】大野市が目指す10年後のまちの姿

【構想実現のための柱と基本目標】

ひかりかがやき、たくましく、心ふれあうまち
　将来像のそれぞれの言葉は、本市が目指す10年後のまちの姿を表現しています。

　将来像の下に、構想実現のための４柱を設定しています。人が元気、産業が元気、自然が元気の柱は、まちづくり
の目標となる基本目標を定めています。

た    くましく

心   ふれあう

ひかり
　かがやき

自然が元気

美
し
く
豊
か
な
自
然
環
境
を

育
み
継
承
す
る
ま
ち

▼
地
下
水
の
保
全
と
湧
水
文
化
の
再
生 

▼
豊
か
な
自

然
環
境
の
保
全
と
創
出 

▼
快
適
な
生
活
環
境
の
保
全 

▼
良
好
な
ふ
る
さ
と
景
観
の
形
成 

▼
次
世
代
に
つ
な

ぐ
持
続
可
能
な
社
会
の
形
成

人が元気

優
し
く
賢
く
た
く
ま
し
い

大
野
人
が
育
つ
ま
ち

共
に
思
い
や
り
支
え
合
う

安
全
で
安
心
な
ま
ち

▼
心
豊
か
な
人
づ
く
り 

▼
豊
か
な
心
を
育
て
る
文
化

力
の
育
成 

▼
活
力
あ
ふ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現 

▼
共
に
力
を
合
わ
せ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り

▼
高
齢
者
の
安
全
確
保
と
社
会
参
加
の
促
進 

▼
障
害

の
あ
る
人
へ
の
支
援 

▼
子
ど
も
と
子
育
て
家
庭
へ
の

支
援 

▼
保
健
予
防
と
地
域
医
療
の
推
進 

▼
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
一
体
的
取
り
組
み 

▼
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
の
推
進 

▼
防
災･

消
防
基
盤
の
整
備 

▼
犯
罪
、

事
故
、
消
費
者
被
害
が
な
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

産業が元気

誰
も
が
快
適
で

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

▼
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
整
備
促
進 

▼
幹
線
道
路
網

の
整
備
促
進 

▼
人
に
や
さ
し
い
道
路
環
境
の
創
出 

▼
快
適
な
生
活
関
連
の
基
盤
整
備 

▼
快
適
な
住
宅
の

整
備 

▼
高
度
情
報
化
の
推
進 

▼
公
共
交
通
手
段
の

確
保 

▼
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

越
前
お
お
の
の
魅
力
あ
ふ
れ
る

活
力
あ
る
ま
ち

▼
越
前
お
お
の
総
ブ
ラ
ン
ド
化
の
展
開 

▼
越
前
お
お

の
型
農
業
の
推
進 

▼
森
林
整
備
の
推
進
と
林
業
の
振

興 

▼
中
心
市
街
地
の
活
性
化 

▼
戦
略
的
な
観
光
の

推
進 

▼
地
域
間
交
流
の
推
進 

▼
定
住
の
促
進 

▼
雇

用
の
確
保
と
働
く
環
境
の
整
備

行財政改革

基
本
構
想
実
現
に
向
け
た

行
政
運
営

▼
市
民
総
参
加
・
協
働
型
の
市
政
の
推
進 

▼
情
報
化

社
会
に
対
応
し
た
市
政
の
推
進 

▼
健
全
な
行
財
政
の

推
進

基本構想

　大
おお

野
の

人
びと

は、純朴さの中にも幕末の大野丸に象徴される進取の気象と雪国特有の粘り強さを

併せ持っています。大野人の良さを保ち続けるとともに、大野の魅力を発揮する人と産業が

たくましく育っています。

　子どもから高齢者まで、人と人との触れ合いや共に語り合うことを大切に、互いに学び、

働き、憩うことで、心が満ちてゆとりがあります。人情味があふれるもてなしの心で、訪れ

る人とも交流が深まっています。

　人、歴史、文化、伝統、自然環境、食などは大野市が全国に誇ることができる魅力です。
魅力のある素材のすべてが磨かれています。
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指　標 平成22年度
現　状

平成27年度
目　標

お出かけほっとサロン事業参加
者数

3,716人
（21年） １万2000人

中部縦貫自動車道大野油坂道路
の速やかな事業化 計画区間 事業化

新規就農者数 15人 27人

シバザクラなどの植栽面積 ２万7000平方㍍ 20万平方㍍

新しい市庁舎の建設 構想策定 新庁舎供用開始

旧和泉村
千人

2,500

2,000

1,500

1,000

500

平成12年 平成13年 平成14年 平成15年 平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成32年
0

旧大野市 目標

834

643

3万８000人
【平成32年】

4万人
【平成22年】

【将来の見通し】10年後の目標人口と目標ふれあい人口

成果指標の例　前期基本計画は、今後５年間に実施していく施
策や主な事業を体系的に整理した計画です。基本
構想で設定した柱と基本目標に沿って、右ページ
表のとおり、36の基本施策を設定。その下に115
施策を設けています。
　今回の計画では、基本施策の達成状況を把握し
やすくするため、数値による成果指標を初めて取
り入れています。
　計画全体は、市ホームページで見ることができ
ます。図書館や市役所行政資料室、和泉支所、各
公民館でも閲覧することができます。
　概要版パンフレットが広報おおの３月号と一緒
に各戸へ配布されています。
問　総合政策課行政戦略室行政戦略係
　　（☎66・1111内線434）

越前おおの元気プラン  前期基本計画

3万5873人
【平成22年】

3万3000人
【平成32年】

60,000
人

50,000

40,000

30,000

20,000

10,000

昭和40年

年少人口（0～14歳）

世帯数

生産年齢人口（15～64歳） 老年人口（65歳～）

目標人口

昭和45年 昭和50年 昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 平成32年
0

世帯

12,000

4,312

20,841

10,720

3,194

16,837

11,619

31,650人
35,873人

11,230世帯

13,000

11,000

33,000人

10,000

9,000

8,000

　

本
市
独
自
の
見
通
し
と
し
て
、
人
口
に
一
日
当

た
り
の
市
外
か
ら
の
来
訪
者
数
を
加
え
た「
ふ
れ

あ
い
交
流
人
口
」を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
資
源
を
磨
く
こ
と
や
、
中
部
縦
貫
自
動
車

道
の
一
部
供
用
開
始
な
ど
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
事

業
が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
に
よ
る
観
光
客
の
大
幅

増
を
見
込
み
ま
す
。
目
標
人
口
３
万
３
０
０
０

人
に
一
日
当
た
り
の
観
光
入
り
込
み
客
数
約
５
，

０
０
０
人
を
足
し
て
、
目
標
ふ
れ
あ
い
交
流
人
口

を
３
万
８
０
０
０
人
と
設
定
し
て
い
ま
す
。

【将来の見通し】10年後の目標人口と目標ふれあい人口

平
成
32
年
の
人
口
は

３
万
３
０
０
０
人

多
く
の
人
た
ち
が
訪
れ
て

３
万
８
０
０
０
人
に

　

目
標
人
口
は
、
３
万
３
０
０
０
人
と
設
定
し

て
い
ま
す
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
が
行
っ
た
平
成
32
年
の
推
計
人
口
は
、
平
成

22
年
に
比
べ
て
、
約
４
，
０
０
０
人
減
少
し
、

３
万
１
６
５
０
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
本
構
想
で
は
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道

の
一
部
供
用
開
始
や
国
道
１
５
８
号
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
拠
点
施
設
な
ど
の
社
会
基
盤

が
進
ん
だ
こ
と
な
ど
に
よ
る
若
者
と
高
齢
者
の
人

口
増
を
見
込
み
、
数
値
設
定
し
ま
し
た
。
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会 　 計 　 名 平成23年度予算 対前年比

一　般　会　計 178億4600万円 11.3㌫

特　

別　

会　

計

国民健康保険 40億6444万円  5.7㌫

和 泉 診 療 所 8153万円 △ 25.9㌫

老 人 保 健 0 純減

後期高齢者医療 3億6728万円 △ 1.0㌫

介 護 保 険 34億5176万円 6.9㌫

簡 易 水 道 1億2459万円 △25.5㌫

農 業集落排水 3億 518万円 △ 5.3㌫

下 水 道 11億 14万円 5.3㌫ 

小　　　　　計 94億9492万円 4.4㌫

水　道　事　業 2億6916万円 52.1㌫

総　　　　　計 276億1008万円 9.1㌫

各会計別予算の規模

過
去
最
大
規
模
の
当
初
予
算
ま
と
ま
る

　市財政の根幹となる市税は、景気
低迷による個人市民税などの低下に
より、昨年度当初比約１億147万円
の減となり、４年連続の減少です。
積極的な事業を展開するため、国・
県の交付金のほか、基金からの繰り
入れや市債を活用して配分しました。
　市の借金である市債は、８億3090
万円の増となりました。

 平成23年度も積極型
 第五次総合計画を着実に推進

　

市
政
始
ま
っ
て
以
来
最
大
規
模
と
な
る
平
成
23
年
度
の
当
初
予
算

が
、
３
月
定
例
市
議
会
で
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。
第
五
次
大
野
市

総
合
計
画
ス
タ
ー
ト
の
年
と
し
て
、
施
策
を
着
実
に
進
め
る
た
め
の

大
型
建
設
事
業
や
、
越
前
大
野
城
築
城
４
３
０
年
祭
を
契
機
に
育
ま

れ
始
め
た
市
民
力
・
地
域
力
を
高
め
る
た
め
の
各
事
業
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
積
極
型
予
算
で
す
。

178億4600万円
対前年度  18億1000万円の増額

一般会計

歳　入
市税
38億2386万円
21.4％

自主財源

繰入金
12億439万円
6.7％

諸収入
4億7727万円
2.7％

その他
5億2904万円
3.0％

市債
17億5640万円
9.8％

譲与税・交付金
6億8000万円
3.8％

地方交付税
59億円
33.1％

国・県支出金
34億7504万円
19.5％

依存財源
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越
前
お
お
の
地
域
づ
く
り

交
付
金
事
業

　
　
　
　
　
１
４
２
８
万
円

　
　
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
団
体
が

　
企
画
・
立
案
し
た
事
業
に
対
し
、

　
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

越
前
お
お
の

元
気
創
造
事
業
補
助

　
　
　
　
　
　
４
０
０
万
円

　
　
市
民
の
自
主
的
な
事
業
に
補

　
助
し
ま
す
�

　
※
Ｐ
10
に
記
事
掲
載

市
民
協
働
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
１
４
９
万
円

　
　
市
民
提
案
型
の
協
働
モ
デ
ル

　
事
業
を
委
託
し
、実
施
し
ま
す
�

　
※
Ｐ
10
に
記
事
掲
載

ふ
る
さ
と
文
化
創
造
事
業

　
　
　
　
　
　
１
１
２
万
円

　
　
ふ
る
さ
と
学
習
発
表
会
や
中

　
学
生
み
こ
し
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー

　
マ
ン
ス
を
実
施
�
道
徳
教
育
を

　
通
じ
て
、
教
育
理
念
の
具
現
化

　
と
ふ
る
さ
と
文
化
の
創
造
を
目

　
指
し
ま
す
�

地
域
文
化
振
興
事
業

　
　
　
　
　
　
５
０
万
円

　
　
市
内
に
点
在
し
て
い
る
芸
術

　
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

歴
史
的
建
造
物
保
存
整
備
事
業

　
　
　
　
　
７
６
８
万
円

　
　
市
指
定
史
跡「
田
村
又
左
衛

　
門
家
屋
敷
」を
整
備
す
る
た
め
、

　
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
�

保
健
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
拠
点

　
　
　
　
　
施
設
整
備
事
業

　
　
　
11
億
７
８
２
０
万
円

　
　
有
終
会
館
を
改
修
・
増
築

　
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー

　
ビ
ス
の
拠
点
と
な
る
施
設
を
整

　
備
し
ま
す
。（
平
成
22
年
度
か

　
ら
の
継
続
事
業
）

防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

　
　
　
２
億
６
８
４
５
万
円

　
　
避
難
情
報
や
国
民
保
護
情
報

　
な
ど
を
い
ち
早
く
市
民
に
知
ら

　
せ
る
た
め
、
無
線
を
整
備
し
拡

　
声
器
を
設
置
し
ま
す
。

子
ど
も
手
当
給
付
事
業

　
　
　
６
億
７
０
９
４
万
円

　
　
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童
を

　
養
育
す
る
人
へ
、
子
ど
も
手
当

　
を
支
給
し
ま
す
�

子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　
　
　
　
　
９
０
９
３
万
円

　
　
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童
の

　
医
療
費
に
つ
い
て
、
自
己
負
担

　
分
を
補
助
し
ま
す
�

越
前
お
お
の
ハ
ッ
ピ
ー

ブ
ラ
イ
ダ
ル
応
援
事
業

　
　
　
　
　
　
１
８
０
万
円

　
　
市
内
で
結
婚
式
な
ど
を
実
施

　
し
た
カ
ッ
プ
ル
に
補
助
�

　
※
Ｐ
10
に
記
事
掲
載

山
岳
・
水
難
救
助
高
度
化
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
２
２
８
万
円

　
　
山
岳
救
助
や
水
難
救
助
に
対

　
応
す
る
装
備
品
整
備
や
、
技
術

　
訓
練
を
実
施
し
ま
す
�

主
要
事
業

　一般会計予算178億4600万円を
市民１人当たりで計算すると・・・

４８０，１８３円
昨年は424,919円でした。

　第五次市総合計画スタートの年と
して、新規31、臨時17の事業を盛り
込みました。
　前年度との比較では、市民力と地
域力支援事業や「保健医療福祉サービ
ス拠点施設」整備費などを盛り込んだ
総務費が約13億7350万円、70.2㌫
の増。商工費も大和町市有地の整備
や商店街活性化支援事業などを計上
し、約４億8595万円、78.6㌫の増で
す。土木費は、JR越前大野駅前の整
備や亀山公園整備事業などを計上し、
約３億2224万円、22.8㌫の増となり
ました。

歳　出

総務費 33億2898万円
18.7％

民生費 45億9333万円
25.7％

衛生費
18億312万円
10.1％

労働費
6億60万円
3.4％

9億7650万円
5.5％

11億414万円
6.2％

17億3614万円
9.7％

5億5725万円
3.1％

15億772万円
8.4％

1億9092万円
1.1％14億4730万円

8.1％

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

公債費
議会費など

人
が
元
気
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地
域
公
共
交
通
再
生
事
業

　
　
　
　
　
５
５
７
３
万
円

　
　
ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
や
乗

　
合
タ
ク
シ
ー
を
試
験
運
行
し

　
ま
す
。

道
整
備
交
付
金
事
業

　
　
　
２
億
２
０
０
２
万
円

　
　
次
の
５
路
線
な
ど
の
歩
道
改

　
良
や
舗
装
補
修
、
バ
リ
ア
フ

　
リ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
北
部
幹
線

　
　
　
下
中
野
・
中
津
川
線

　
　
　
富
島
・
上
野
・
井
ノ
口
線

　
　
　
南
新
在
家
・
森
目
線

　
　
　
伏
石
・
金
山
線
　
ほ
か

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生

　
　
　
　
　

特
別
基
金
事
業

　
　
　
　
　
６
６
４
１
万
円

　
　
続
け
て
働
く
こ
と
や
就
業

　
機
会
を
創
り
出
す
た
め
、
民
間

　
企
業
や
団
体
な
ど
へ
事
業
を

　
委
託
し
ま
す
。
14
事
業
で
23
人

　
を
雇
用
。

緊
急
雇
用
創
出
事
業

　
　
　
２
億
９
８
０
８
万
円

　
　
離
職
し
た
非
正
規
労
働
者
や

　
中
高
年
齢
者
な
ど
の
失
業
者
を

　
対
象
に
、
短
期
の
雇
用
と
就
業

　
機
会
を
創
り
出
し
ま
す
。
55
事

　
業
で
２
０
４
人
を
雇
用
。

商
店
街
後
継
者

　
　
　

育
成
支
援
事
業
補
助

　
　
　
　
　
　
１
５
０
万
円

　
　
後
継
予
定
者
の
研
修
経
費

　
と
、
店
舗
継
承
に
伴
う
改
装
費

　
用
を
助
成
し
ま
す
。

大
和
町
市
有
地
整
備
事
業

　
　
　

２
億
４
７
１
８
万
円

　
　
大
和
町
市
有
地
を
中
心
市
街

　
地
の
東
の
玄
関
口
と
位
置
付
け

　
て
、
大
型
バ
ス
20
台
、
乗
用
車

　
80
台
分
の
駐
車
場
や
休
憩
所
、

　
ト
イ
レ
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

　
平
成
21
年
６
月
の
全
国
植
樹
祭

　
で
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
お
席

　
と
な
っ
た「
お
野
立
所
」を
一
乗

　
谷
朝
倉
氏
遺
跡
か
ら
移
築
。「
中

　
学
生
み
こ
し
」の
み
こ
し
を
展

　
示
し
ま
す
。

地
域
農
業
担
い
手
育
成
事
業

　
　
　
　
　
　

１
２
３
万
円

　
　
新
規
育
成
事
業
と
し
て
、
認

　
定
農
業
者
の
取
り
組
み
を
学
ぶ

　
現
地
研
修
会
を
開
催
。
経
営
改

　
善
事
業
と
し
て
、
講
演
会
や
農

　
産
物
商
談
会
を
開
催
し
、
農
業

　
の
担
い
手
を
育
成
し
ま
す
。

郊
外
散
策
観
光
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　

２
２
５
万
円

　
　
ま
ち
な
か
と
郊
外
の
観
光
資

　
源
を
結
び
付
け
て
、
新
し
い
観

　
光
ル
ー
ト
を
開
発
し
ま
す
。

湧
く
わ
く
水
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ

　
　

越
前
お
お
の
開
催
事
業

　
　
　
　
　
　

１
８
６
万
円

　
　
水
を
利
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
を
推
進
し
て
い
る
５
市
代
表
な

　
ど
が
本
市
に
集
ま
り
、
フ
ォ
ー

　
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

華
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
形
成
事
業

　
　
　
　
　

６
０
０
０
万
円

　
　
市
道
の
り
面
の
シ
バ
ザ
ク
ラ

　
植
栽
工
事
や
、
市
民
団
体
が
植

　
栽
す
る
場
合
の
材
料
費
を
補
助

　
し
ま
す
。

　
※
Ｐ
13
に
記
事
掲
載

庁
舎
建
設
計
画
策
定
事
業

　
　
　
　
　

１
６
５
２
万
円

　
　
市
庁
舎
建
設
に
向
け
て
、
基

　
本
計
画
の
策
定
と
基
本
設
計
を

　
実
施
し
ま
す
。

統
合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
導
入
事
業

　
　
　
　
　

１
１
５
０
万
円

　
　
本
市
が
保
有
・
作
成
す
る
地

　
図
を
電
子
化
し
、
地
図
デ
ー
タ

　
を
一
元
化
す
る
こ
と
に
よ
り
広

　
い
用
途
に
利
用
し
ま
す
。

　
　
Ｇ
Ｉ
Ｓ
関
連
事
業
と
し
て
、

　
地
番
図
電
子
化
事
業
と
都
市

　
計
画
図
作
成
事
業
も
実
施
し

　
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
当
初
予
算
編
成

に
当
た
っ
て
は
、
将
来
に
わ
た
っ

て
健
全
財
政
を
確
保
し
て
い
く

た
め
、
市
職
員
の
意
識
改
革
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
予
算
要
求
段
階

か
ら
事
務
事
業
見
直
し
取
り
組

み
調
書
と
工
程
表
を
作
成
。
今
後

も
健
全
財
政
の
確
保
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

問
　
財
政
課
財
政
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
３
１
）

工事が着々と進む中部縦貫自動車道永平寺大野道路（３月８日　中津川周辺）。
道路の開通に合わせて、人、産業、自然がさらに“元気”になるよう、積極的に事業を展開していきます。

　大和町市有地の敷地面積は約6500平方㍍

産
業
が
元
気

自
然
が
元
気

行
財
政
改
革
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素
案
の
概
要

計
画
年
次
　
平
成
23
〜
42
年
度
の

20
年
間

都
市
づ
く
り
の
目
標
　「
豊
か
な

　
自
然
環
境
や
歴
史
、
文
化
を
大

　
切
に
し
、
市
民
の
誇
り
と
交
流

　
が
育
ま
れ
る
　
元
気
な
ま
ち
」

都
市
づ
く
り
の
基
本
姿
勢

①
人
口
減
少
時
代
に
対
応
で
き
る

　
維
持
・
管
理
コ
ス
ト
の
少
な
い

　
集
約
型
の
都
市
づ
く
り

　
○
暮
ら
し
に
必
要
な
い
ろ
い
ろ

　
　
な
機
能
が
集
ま
り
、
住
み
た

　
　
い
と
思
う
市
街
地
の
形
成

　
○
中
心
市
街
地
と
集
落
を
結
ぶ

　
　
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ま
ち

　
　
な
か
観
光
拠
点
と
郊
外
の
観

　
　
光
拠
点
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
　
ク
の
形
成

　
○
住
み
慣
れ
た
地
域
で
住
み
続

　
　
け
ら
れ
る
公
共
交
通
な
ど
の

　
　
確
保

②
市
民
が
誇
り
を
感
じ
て
住
み
続

　
け
た
い
と
思
い
、
市
外
の
人
が

　
訪
れ
移
り
住
み
た
い
と
思
う
、

　
個
性
を
生
か
し
た
都
市
づ
く
り

　
○
歴
史
や
文
化
、
伝
統
、
自
然

　
　
環
境
な
ど
の
資
源
の
有
効

　
　
活
用

　
○
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
整

　
　
備
効
果
を
生
か
し
た
都
市

　
　
づ
く
り

　
○
市
民
が
住
み
続
け
た
い
と
思

　
　
い
、
来
訪
者
が
住
ん
で
み
た

　
　
い
と
思
う
ま
ち

募
集
時
期
　
４
月
７
日
木
〜
21
日
木

閲
覧
場
所
　
市
役
所
１
階
行
政
資

　
料
室
と
３
階
都
市
計
画
課
、
和

　
泉
支
所
、
各
公
民
館
、
図
書
館

　
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

　
し
ま
す
。

意
見
な
ど
の
提
出
方
法
　
住
所
、

　
氏
名
、
連
絡
先
、
市
外
在
住
の

　
場
合
は
勤
務
先
も
記
載
し
、
次

　
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。
閲
覧
場
所
へ
の

　
提
出
、
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

　
メ
ー
ル
で
の
提
出
（
電
話
な
ど

　
に
よ
る
口
頭
は
不
可
）

素
案
の
説
明
会
　
４
月
12
日
火
午

　
後
７
時
〜
８
時（
学
び
の
里「
め

　
い
り
ん
」）

　
４
月
19
日
火
午
後
７
時
〜
８
時

　（
文
化
会
館
）

問
　
都
市
計
画
課
計
画
景
観
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
２
）

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
65
・
８
３
７
１

　
〒
９
１
２
│
８
６
６
６
（
住
所

　
を
書
か
な
く
て
も
届
き
ま
す
）

　
Ｅ
メ
ー
ル
　to

s
h
ike
i@
c
ity.

　fu
ku
i-o
n
o
.lg
.jp

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
市
の
都
市
計
画
に
つ
い
て
基
本
的
な
方
針
を
定
め
る
も
の
で
す
。
市
で

は
、
平
成
９
年
に
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
が
、
少
子
化
・
高
齢
化
の
進
行
や
人
口
減
少
な
ど
社
会
環
境

が
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
見
直
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。
計
画
に
市
民
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、
そ
の
素
案
を
公
開
し
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

素
案
の
公
開

意
見
を
募
集

各常任・議会運営委員会の構成（敬称略。◎は委員長、○は副委員長）

藤堂 勝義 副議長

本田 章 議長

　第374回臨時市議会が、２月22日に開かれました。議長、副議長の選出が行われ、
議長に本田 章氏、副議長に藤堂 勝義氏が選出されました。各常任委員会や議会運営委
員会などの構成も行われ、閉会しました。
　本田議長は、平成７年に市議会議員に初当選し、議長や副議長などを歴任。現在５期
目です。藤堂副議長は、平成15年に市議会議員に初当選し、民生環境・産経建設常任
委員会の委員長などを歴任。現在３期目です。

議長、副議長決まる臨時市議会

議会運営
委 員 会

常　任　委　員　会

民生環境 産経建設 総務文教

◎
島
口　

敏
榮

○
川
端　

義
秀

　

永
田　

正
幸

　

松
田　

元
栄

　

宮
澤　

秀
樹

　

砂
子　

三
郎

　

榮　
　

正
夫

◎
川
端　

義
秀

○
石
塚　

淳
子

　

松
原　

啓
治

　

藤
堂　

勝
義

　

浦
井　

智
治

　

畑
中　

章
男

◎
宮
澤　

秀
樹

○
山
﨑　

利
昭

　

梅
林　

厚
子

　

永
田　

正
幸

　

高
岡　

和
行

　

砂
子　

三
郎

◎
前
田　

政
美

○
兼
井　
　

大

　

松
田　

元
栄

　

島
口　

敏
榮

　

本
田　
　

章

　

榮　
　

正
夫
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市
で
は
、
第
五
次
大
野
市
総
合

計
画
に
掲
げ
て
い
る「
共
に
力
を

合
わ
せ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」の

実
現
に
向
け
て
、
２
つ
の
事
業
を

今
年
度
か
ら
始
め
ま
す
。
１
つ
は

新
た
な
行
政
手
法
で
あ
る「
市
民

協
働
」を
推
進
し
、
そ
の
効
果
を

測
る
た
め
の「
市
民
協
働
推
進
提

案
事
業
」で
す
。

　
２
つ
目
は
、
市
民
自
主
事
業
を

支
援
す
る「
越
前
お
お
の
元
気
創

造
事
業
」で
す
。
事
業
の
応
募
要

項
は
、
市
役
所
や
和
泉
支
所
、
各

公
民
館
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
２
つ
の
事
業
と
、
昨
年

度
か
ら
各
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
団

体
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る「
越

前
お
お
の
地
域
づ
く
り
交
付
金
事

業
」と
で
、
市
民
参
加
の
機
会
を

増
や
し
満
足
度
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　
事
業
の
応
募
資
格
な
ど
詳
し
い

内
容
は
、
要
項
を
確
認
の
上
、
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
総
務
課
自
治
振
興
室
自
治
振  

　
　
興
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
４
５
）

市
民
力
に
よ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
推
進

市民協働推進提案事業越前おおの元気創造事業

おおので結婚、定住を
　市では、市内を会場に結婚式と結婚披露宴を行う人を対象に、費用の一部を助成しま

す。「越前おおのハッピーブライダル応援事業」について知りたい人は、気軽に問い合わ

せてください。

－助成内容
　披露宴費用や引き出物費用などの助成対象費用で、市内業者などを利用した分の内、

領収書が発行された費用に対し助成

－助成額
　対象費用の２割で上限は50万円。事業実施年度に助成額の６割（上限30万円）を助成。

３年後に市内に住民登録があり、婚姻中である場合、　残額の助成額４割（上限20万円）

を助成

問　児童福祉課子育て支援係（☎66・1111内線291）

　地域のいろいろな課題について、市民の皆
さんから自由な発想を生かした事業提案をい
ただき、提案のあった団体へ委託して実施し
ます。

　築城430年祭で盛り上がった機運を継続さ
せるため、市民自主事業の支援を今年も行い
ます。市民が自主的に企画し、実施する地域
の活性化を目的にした事業に対して、一定の
割合で補助をすることで「市民力」の更なる
向上を図ります。 ４月１日㊎～27日氺募集期間

４月１日㊎～27日氺募集期間
市内に事務所や活動場所がある公益
活動団体

対象団体

市内に事務所や活動場所がある公益
活動団体

対象団体
地域の課題を解決する事業や市民
サービス向上の事業など
（例）　環境保全の活動や地域コミュ
ニティ再生の活動、各年齢層に合わ
せた活動機会の創設など

対象事業

地域の課題を解決する事業や市民
サービスの質の向上に資する事業など
（例）県内外から集客の見込めるイ
ベントや本市の伝統・文化など地
域資源を活用・創造する事業

対象事業

12
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対
象
転
入
者
　

　
平
成
22
年
４
月
１
日
以
前
に
市

内
に
住
民
登
録
が
な
か
っ
た
人

対
象
市
内
在
住
者
　

　
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
に
住

宅
取
得
契
約
し
た
40
歳
以
下
の
人

対
象
要
件
　

　
▽
取
得
し
た
住
宅
を
保
存
登
記

し
、
持
分
が
２
分
の
１
以
上
あ
る

こ
と
▽
取
得
し
た
住
宅
の
固
定
資

産
税
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
こ
と

▽
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

受
付
期
間
　

　
４
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月

31
日
ま
で
。
住
居
取
得
後
か
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
完
了
後
１
年
以
内

に
申
請
が
必
要

　
新
婚
世
帯
が
同
居
す
る
場
合
の

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
に
も
、
補
助
し

ま
す
。

対
象
者
　

　
市
内
で
父
母
や
祖
父
母
と
同
居

か
同
居
す
る
予
定
の
、
婚
姻
届
を

提
出
し
て
か
ら
１
年
以
内
の
新
婚

夫
婦
世
帯
。
１
年
以
内
に
婚
姻
予

定
の
人
が
い
る
世
帯
も
含
む

対
象
要
件

　
▽
世
帯
全
員
の
前
年
の
所
得
金

額
合
計
額
が
１
２
０
０
万
円
以
下

で
あ
る
こ
と
▽
世
帯
が
居
住
す
る

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
で
、
申
請
時

に
工
事
着
手
し
て
い
な
い
こ
と
▽

市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

住
宅
の
要
件
　

　
市
内
に
あ
る
一
戸
建
て
住
宅

▽
住
宅
の
所
有
者
が
２
親
等
以
内

の
親
族
で
あ
る
こ
と
▽
併
用
住
宅

の
場
合
は
、
住
宅
部
分
が
２
分
の

１
以
上
あ
る
こ
と
▽
昭
和
56
年
５

月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅

は
、
耐
震
性
を
有
し
て
い
る
こ
と

が
証
明
で
き
る
こ
と

受
付
期
間

　
４
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
１
月

31
日
ま
で

補
助
率
・
補
助
限
度
額

　
補
助
対
象
工
事
に
必
要
な
額
の

３
分
の
１
を
補
助
。
補
助
限
度
額

は
50
万
円

補
助
要
件
　

　
リ
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
な
費
用
が

50
万
円
以
上
▽
工
事
が
平
成
24
年

３
月
31
日
ま
で
に
完
了
す
る
こ
と

▽
工
事
施
工
者
は
市
内
の
業
者
で

あ
る
こ
と

問
　
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
７
）

亀山公園

三番交番

三
番
通
り

越前大野城
学びの里
「めいりん」

大野
市役所

越前
大野駅

六間通り

※城下町地区
・元町、本町、要町の全域
・泉町、城町、明倫町、錦町、
　大和町、日吉町、弥生町、
　天神町の一部

種別 城下町地区
（下図参照） 城下町地区以外

新築住宅
住宅取得価格の１／20

(100万円上限)
住宅取得価格の１／20

(50万円上限)

中古住宅
住宅取得価格の１／10

(50万円上限)
住宅取得価格の１／10

(25万円上限)

中古住宅の
リフォーム

リフォーム工事費の
１／10（50万円上限）

リフォーム工事費の
１／10（25万円上限）

　
市
で
は
、
地
域
を
元
気
に
す
る
一
策
と
し
て
定
住
を
促
進
し

ま
す
。「
越
前
お
お
の
住
宅
取
得
応
援
事
業
」
で
は
、
市
内
で
住

宅
取
得
や
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
す
る
人
を
対
象
に
、
工
事
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。
補
助
を
受
け
る
に
は
、
事
前
の
相
談
が

必
要
で
す
。
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

種別と補助金額

※新築住宅の施工業者が市外業者の場合、補助限度額は城下町地区
　が50万円、城下町地区以外が25万円
※中古住宅のリフォームは、購入した物件を１年以内に市内業者が
　着工し、総額10万円以上の工事であること

城下町地区図

越
前
お
お
の
へ
の
定
住
を
促
進
新
婚
同
居
支
援
事
業

越前おおの住宅取得応援事業
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農
業
農
村
活
性
化

　

   

支
援
モ
デ
ル
事
業
補
助

　
農
村
が
意
欲
と
活
力
を
取
り

戻
し
、
営
農
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
が
活
発
に
な
る
取
り
組
み
を

積
極
的
に
行
う
、
モ
デ
ル
的
な
集

落
な
ど
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

補
助
金
額
　
　

　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２

以
内
で
、
１
組
織
に
つ
き
上
限

30
万
円
。
３
年
間
継
続
し
て
支
援

を
受
け
る
こ
と
が
可
能
。
実
施
主

体
で
あ
る
組
織
の
形
態
に
よ
り

補
助
金
額
が
異
な
り
ま
す

対
象
者

　
自
治
会
や
農
家
組
合
、
集
落
営

農
組
織
な
ど

補
助
対
象
と
な
る
取
り
組
み

　
組
織
が
農
業
や
農
村
を
活
性

化
す
る
た
め
、
自
主
的
に
取
り

組
む
活
動
に
必
要
な

経
費

（
例
）
集
落
営
農
の

活
性
化
に
対
す
る
取

り
組
み
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
維
持
向

上
に
対
す
る
取
り
組

み
な
ど

締
切
　
５
月
20
日
金

農
産
物
加
工
販
売

　
　
　
　
　

支
援
事
業
補
助

　
市
内
で
生
産
さ
れ
た
農
産
物

の
加
工
や
販
売
に
取
り
組
む
農

家
な
ど
を
対
象
に
、
施
設
や
機
械

な
ど
の
導
入
に
対
す
る
支
援
と

農
産
物
加
工
品
の
販
売
に
対
す

る
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
金
額
　
　

　
施
設
等
整
備
の
補
助
額
は
、
補

助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

で
、
１
組
織
に
つ
き
施
設
整
備
が

上
限
２
０
０
万
円
。
機
械
整
備
が

上
限
１
０
０
万
円
。
奨
励
金
は
、

１
年
目
は
販
売
額
の
10
㌫
、
２
年

目
は
販
売
額
の
７
㌫
、
３
年
目
は

販
売
額
の
５
㌫
を
交
付

対
象
者

　
農
産
物
の
加
工
や
販
売
に
取

り
組
む
、
農
家
や
生
産
者
グ
ル
ー

プ
、
法
人
な
ど

対
象
と
な
る
加
工
品
や施

設
、
機
械

　
加
工
品
は
惣
菜
品
や
味
噌
加

工
品
、
米
粉
パ
ン
、
漬
物
な
ど
。

施
設
・
機
械
は
、
加
工
施
設（
室
）

や
冷
凍（
蔵
）庫
な
ど

締
切
　
５
月
20
日
金

地
域
特
産
物
小
規
模
生
産
者

　
　
　
　
　

支
援
事
業
補
助

　
特
産
作
物
の
栽
培
に
積
極
的

に
取
り
組
む
小
規
模
農
家
な
ど

を
対
象
に
、
機
械
や
施
設
な
ど

の
導
入
に
対
す
る
支
援
を
行
い

ま
す
。

補
助
金
額
　
　

　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
１

以
内
で
、
１
組
織
に
つ
き
上
限

30
万
円

対
象
者

　
認
定
農
業
者
や
農
業
生
産
組

織
の
構
成
員
で
は
な
い
小
規
模

農
家
や
そ
の
農
家
で
構
成
さ
れ

た
生
産
者
グ
ル
ー
プ

対
象
作
物
と
機
械

　
作
物
は
、
里
芋
と
ナ
ス
、
キ
ク
、

穴
馬
か
ぶ
ら
、
穴
馬
ス
イ
ー
ト

コ
ー
ン
。
機
械
は
、
防
除
機
、
肥

料
散
布
機
、
畝
立
機
な
ど

締
切
　
５
月
13
日
金

里
芋
生
産
拡
大

　
　
　
　
　

支
援
事
業
補
助

　
市
の
特
産
作
物
で
あ
る
里
芋

の
栽
培
に
積
極
的
に
取
り
組
む

農
家
な
ど
を
対
象
に
、
機
械
な
ど

の
導
入
に
対
す
る
支
援
を
行
い

ま
す
。

補
助
金
額
　
　

　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
で
、
１
組
織
に
つ
き
上
限

１
０
０
万
円
、
下
限
は
25
万
円
。

対
象
者

　
次
の
規
模
拡
大
を
行
う
個
人

農
家
や
そ
の
農
家
で
構
成
さ
れ

た
生
産
者
グ
ル
ー
プ
、
法
人
、
集

落
営
農
組
織

　
①
作
付
面
積
が
17
㌃
未
満
の

　
場
合
は
、
20
㌃

　
②
作
付
面
積
が
17
㌃
以
上
の

　
場
合
は
、
１
．
２
倍
以
上

対
象
と
な
る
機
械

　
管
理
機
や
定
植
機
、
畝
立
機

な
ど

締
切
　
５
月
20
日
金

　農業農村の“元気”
　　越前おおのの“おいしい”を
　　　応援します 問　農業農村振興課農政係

　　（☎66・1111内線314）
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市
で
は
、
市
民
団
体
が
シ
バ
ザ

ク
ラ
な
ど
の
植
栽
を
行
う
場
合
、

「
華
の
ジ
ュ
ー
タ
ン
形
成
事
業
」

で
花
の
苗
や
防
草
シ
ー
ト
な
ど
の

費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
活
動

を
支
援
し
て
、
地
域
の
輪
と
美
し

い
景
観
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

　
補
助
対
象
の
場
所
は
、
道
路
の

り
面
や
河
川
、
用
排
水
路
、
田
の

あ
ぜ
な
ど
で
す
。
市
道
の
場
合
、

の
り
面
の
高
低
差
が
１
．
５
㍍
以

上
で
公
共
用
地
の
場
合
は
、
市
が

工
事
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
の
場
合
で
も
、
植
栽
後
の

維
持
管
理
は
、
申
請
者
が
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
は
材
料
費
の
み

　
市
民
団
体
が
植
栽
を
行
う
場

合
、
材
料
費
を
補
助
し
ま
す
。

・
苗
や
苗
木
　

　
種
類
の
指
定
は
な
し
。
人
の
生

命
や
身
体
、
農
林
水
産
業
と
生
態

系
に
被
害
を
与
え
る
可
能
性
が
あ

る
特
定
外
来
植
物
、
要
注
意
外
来

植
物
は
対
象
外
と
し
ま
す

・
防
草
シ
ー
ト
　

　
透
水
性
や
通
気
性
が
あ
り
、
耐

用
年
数
が
５
年
以
上
の
も
の

・
そ
の
他
　
　

　
客
土
や
、
ア
ン
カ
ー
ピ
ン
、
花

壇
の
材
料
な
ど

市
が
推
奨
す
る
苗
や
苗
木

　
シ
バ
ザ
ク
ラ
、
キ
リ
ン
ソ
ウ
、

シ
モ
ツ
ケ
ソ
ウ
、
ノ
シ
バ
ノ
チ
ド

メ
、
ヤ
マ
ブ
キ
、
サ
ツ
キ
、
ヒ
メ

ウ
ツ
ギ
、
セ
ン
チ
ピ
ー
ド
グ
ラ
ス

花の苗や防草シートなどの費用を助成
広がる 地域とシバザクラの和

↓

↓

↓

↓

　対象は団体のみで、個人は対象外です。申
請の前に、補助対象となる材料費や国・県道
などの使用についての許可、植栽期間や補助
金額のことなど気軽に問い合わせてください。

　各申請書類など詳しくは、市ホームページ
でも見ることができます
問　建設課保全係（☎66・1111内線342）

新
規
交
付
は
５
０
０
円
、
証
明
書
交
付
は
３
０
０
円

　

４
月
１
日
か
ら
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
新
規
交
付
手
数
料
が

有
料
と
な
り
ま
す
。
市
で
は
、
平
成
21
年
１
月
か
ら
23
年
３
月
31

日
ま
で
住
基
カ
ー
ド
新
規
交
付
を
無
料
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

後
は
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。
自
動
交
付
機
か
ら
の
証
明
書
交
付

手
数
料
に
つ
い
て
も
、
２
０
０
円
か
ら
窓
口
交
付
と
同
じ
３
０
０

円
に
な
り
ま
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
が
利
用
で
き
る
証
明
書
自
動
交
付
機
は
、
こ
れ
ま

で
県
内
10
カ
所
で
し
た
。
４
月
か
ら
丹
南
地
区
自
治
体
の
広
域
交

付
参
入
に
よ
り
、
越
前
市
役
所
ほ
か
12
カ
所
が
加
わ
り
、
便
利
に

な
り
ま
す
。
自
動
交
付
機
に
よ
り
稼
働
時
間
が
異
な
り
ま
す
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
課
市
民
窓
口
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
３
）

補助金交付申請書を提出

審査し、補助金の交付を決定

材料費の購入、植栽

完了実績報告書を提出

補助金を交付

事業の流れ

受付期間　４月11日月～５月31日火

住
基
カ
ー
ド
の
新
規
取
得

４
月
１
日
か
ら
有
料
に
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奮
っ
て
エ
ン
ト
リ
ー
を

　
申
込
締
切
日
は
４
月
22
日
金

で
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人
は
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵

便
局
で
参
加
料
を
振
り
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
申
し
込
み
可
能
で
す
。

運
営
ス
タ
ッ
フ
も
募
集

　
大
会
当
日
、
受
け
付
け
や
後
片

付
け
な
ど
の
運
営
に
協
力
で
き

る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。
対

象
は
中
学
生
以
上
で
、
時
間
は
午

前
７
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
の

予
定
で
す
。
申
し
込
み
は
４
月
15

日
ま
で
に
実
行
委
員
会
へ
お
願

い
し
ま
す
。

大
会
駐
車
場
は
４
カ
所

　
大
会
の
指
定
駐
車
場
は
、
奥
越

ふ
れ
あ
い
公
園
、
エ
キ
サ
イ
ト
広

場
、
市
役
所
、
大
和
町
仮
設
駐
車

場
で
す
。
結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
学

び
の
里「
め
い
り
ん
」
に
は
駐
車

で
き
ま
せ
ん
。
奥
越
ふ
れ
あ
い
公

園
と
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
か
ら
は

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
往
復
運

行
し
ま
す
。

前
日
受
け
付
け

　
マ
ラ
ソ
ン
当
日
、
時
間
に
ゆ
と

り
を
持
っ
て
競
技
に
臨
め
る
よ

う
、
５
月
21
日
に
前
日
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
。

時
間
　
午
後
３
時
〜
６
時

場
所
　
結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

昨
年
に
続
き

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
は

有
森
さ
ん

　
有
森
さ
ん
は
、
１
９
６
６
年
岡

山
県
生
ま
れ
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女

子
マ
ラ
ソ
ン
で
、
２
大
会
連
続
メ

ダ
リ
ス
ト
に
輝
き
ま
し
た
。

●種目　５種目26部門
【２㌔】　小学親子（１～３年の各学年）、小学４年（男子・女子）、小学５・６年（男子・女子）
【３㌔】　中学（男子・女子）、一般男子（40歳以上）、一般女子（高校生を除く）
【５㌔】　一般男子（39歳以下・40歳代・50歳以上）、一般女子（39歳以下・40歳以上）
【10㌔】【ハーフ】　一般男子（39歳以下・40歳代・50歳代・60歳以上）、一般女子
●参加料（保険料込み）
【小中学生】800円　【高校生】1,500円　【親子】2,000円　【一般】2,500円

越
前
大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン

第 47 回

　

５
月
22
日
に
、
第
47
回
越
前
大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
大
会
か
ら
ス
タ
ー
ト
と
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
地
点
を
越
前
お
お
の
結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
変
更
。
各
種
目

の
折
返
し
地
点
が
従
来
コ
ー
ス
の
約
５
０
０
㍍
手
前
と
な
り
ま
す
。
全
国
か
ら
集
ま
る
多
く
の
ラ
ン

ナ
ー
た
ち
と
い
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

14 2011.4　広報おおの



2㎞折返点 3㎞折返点

スタート/
フィニッシュ
越前おおの結ステーション

ハーフ折返点

10㎞折返点

５㎞折返点
第４給水所

第３給水所
スペシャルドリンク

第２給水所

第１給水所

第２スポンジ
第１スポンジ

158

158

157

越前大野城

越前大野駅

清
滝
川

真
名
川

赤
根
川

森
政
地
頭

開発

友兼
御給

蕨生

下郷

榎上舌

下舌

JR越
美北
線

申込締切日

４月22日金
問  越前大野名水マラソン実行委員会

Ｅメール　sports@city.fukui-ono.lg.jp
（市スポーツ課内 ☎66・1111内線532）

伝
統
的
民
家
の
新
築
や
改
修
に
助
成 

平
成
23
年
度
助
成
希
望
の
受
け
付
け

まちなか町家暮らし支援事業 越前おおの伝統的民家普及促進事業
中心市街地で、「町家型住宅」を新築・改修す

る場合に外観工事費の一部を助成します。
中心市街地以外で、「町家型住宅」か「農家型住

宅」を新築・改修する場合に、外観工事費の一部
を助成します。

助成対象 種別 助成金額

町家型住宅

（店舗含む）

新築
外観工事費の２分の１
限度額100万円

改修
外観工事費の２分の１
限度額200万円

町家型

共同住宅
新築

外観工事費の２分の１
限度額400万円
（１戸当たり50万円限度）

助成対象 種別 助成金額

町家型住宅

農家型住宅

新築
外観工事費の２分の１
限度額100万円

改修
外観工事費の２分の１
限度額200万円

※角地の町家型住宅については助成限度額が
　新築125万円、改修250万円になります。

　

市
で
は
、
良
好
な
景
観
の
推

進
を
図
る
た
め
、
基
準
に
適
合

し
た
伝
統
的
民
家
の
新
築
や
改

修
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度（
23
年
４
月
か
ら

24
年
３
月
ま
で
）に
新
築
や
改

修
を
行
う
予
定
が
あ
り
、
助
成

を
希
望
す
る
人
は
、
４
月
15
日

金
ま
で
に
都
市
計
画
課
へ
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
の
際
に

は
、
建
物
の
現
況
が
分
か
る
写

真
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

助
成
希
望
者
が
多
い
場
合
、 

対
象
者
の
選
定
を
行
い
ま
す
。

主
な
助
成
の
制
限（
共
通
事
項
）

○
対
象
物
件
は
市
が
定
め
る
基

　

準
を
満
た
す
も
の
と
し
ま
す

○
施
工
者
は
市
内
の
事
業
者
と

　

し
ま
す

○
屋
根
の
み
の
改
修
は
助
成
の

　

対
象
と
し
ま
せ
ん

○
10
年
間
は
保
守
や
管
理
に
努

　

め
る
も
の
と
し
ま
す

問　

都
市
計
画
課
計
画
景
観
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
３
）

　六間通りや三番通り、こぶし通りの一部、
コース沿線は交通規制が行われます。皆さん
の理解と協力をお願いします。
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